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天
正
5（
1
5
7
7
）年
、織
田
信
長
は
、

豊
臣
秀
吉
に
中
国
攻
め
へ
の
足
掛
か
り
と

し
て
播
磨
攻
め
を
命
じ
ま
し
た
。
播
磨
平

定
を
め
ざ
す
中
で
最
大
の
障
壁
で
あ
っ
た

三
木
城
の
攻
略
を
任
さ
れ
た
の
が
秀
吉
と

秀
長
の
兄
弟
で
し
た
。

内
に
攻
め
込
ま
れ
、後
が
な
く
な
っ
た
長

治
は
決
断
を
下
し
ま
す
。
そ
れ
は
、自
ら

の
命
と
引
き
換
え
に
、城
兵
の
助
命
を
願

う
も
の
で
し
た
。
長
治
は
一
族
と
と
も
に

自
害
し
て
開
城
し
ま
し
た
。

　
別
所
長
治
公
の
命
日
に
あ
た
る
1
月
17

日
に
は「
別
所
公
祥
月
命
日
法
要
」が
雲
龍

寺
で
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
土
壁
に
塗
り
込

ま
れ
た
わ
ら
ま
で
を
食
べ
て
飢
え
を
し
の

い
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
当
時
の
惨
状
を

偲
び
、法
要
後
に
は
、わ
ら
に
見
立
て
た

う
ど
ん
を
食
べ
る「
う
ど
ん
会
」が
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、長
治
公
を
偲
び
、

後
世
に
語
り
継
ぐ
た
め
に
、毎
年
5
月
5

日
に
は
、三
木
城
跡（
上
の
丸
公
園
）で「
別

所
公
春
ま
つ
り
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

別
所
長
治
の
決
断

秀
吉
・
秀
長
、三
木
へ

逃
げ
場
な
し
…

敵
に
囲
ま
れ
た
三
木
城

現
在
放
送
中
の
大
河
ド
ラ
マ「
豊
臣
兄

弟
！
」。
そ
の
舞
台
の
一
つ
で
あ
る
三
木

で
は
、か
つ
て
三
木
城
主
別
所
長
治
と
豊

臣
秀
吉・秀
長
兄
弟
が
対
決
し
た「
三
木
合

戦
」が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、三
木
合
戦
の
歴
史
を
振
り
返

り
ま
す
。

　長治が秀吉から離れた理由は、従来、
将軍 足利義昭を擁する毛利氏との関係
や秀吉への不信感など、さまざまな事情
が重なったためと考えられていました。

通説を揺るがす新史料!通説を揺るがす新史料!　

　しかし、近年新たに発見された「羽柴
家文書写」によると、秀吉が別所家中の8
つの城の破却をめぐり対立したことが大
きな要因だとみられるなど、新たな見方
が生まれています。

大
河
ド
ラ
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豊
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河
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送
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せ
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大
河
ド
ラ
マ「
豊
臣
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弟
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送
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あ
わ
せ
て

別
所
一
族
と
豊
臣
秀
吉・秀
長
　
い
ま
振
り
返
る「
三
木
合
戦
」の
歴
史

城
を
築
き
ま
し
た
。
武
力
だ
け
で
攻
め
落

と
す
の
で
は
な
く
、城
を
囲
み
、外
か
ら

入
る
食
料
を
断
つ
こ
と
で
、戦
わ
ず
し
て

相
手
を
追
い
詰
め
る「
兵
糧
攻
め
」が
行
わ

れ
た
の
で
す
。
付
城
は
三
木
城
を
囲
む
よ

う
に
し
て
東
西
約
6
㎞
、南
北
約
5
㎞
の

範
囲
に
存
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
、三
木

市
が
遺
跡
と
し
て
明
確
に
把
握
し
て
い
る

も
の
は
24
城
あ
り
ま
す
。

▲別所長治画像（法界寺所蔵）
　23歳という若さで城を明け渡す
　決断を下した、若き武将。

　

天
正
6（
1
5
7
8
）年
10
月
、別
所
方

は
三
木
城
か
ら
秀
吉
の
本
陣
で
あ
る
平
井

山
を
攻
め
ま
し
た
。
し
か
し
、平
井
山
の

手
前
で
待
ち
構
え
て
い
た
秀
長
の
軍
勢
に

よ
り
、長
治
の
弟
治は
る
さ
だ定
が
討
ち
死
に
す
る

な
ど
、別
所
方
の
敗
北
と
な
り
ま
し
た
。

▲秀吉制札
　(市指定文化財）
<三木市有宝蔵文書＞

『羽柴家文書写』（東京大学史料編纂所所蔵）

▲ 別所長治が愛
　用したと伝わる
　金天目茶碗
　（雲龍寺所蔵）

　
秀
吉
方
は
三
木
城
攻
略
の
た
め
に
平
井

山
に
本
陣
を
置
き
、周
囲
に
数
多
く
の
付

▲平井山ノ上付城跡（秀吉本陣跡）
　美囊川と志染川の間の山上に位置し、主郭（本丸）
　から南西に三木城跡を望むことができる。
　秀吉が堺の茶人 津田宗

そうぎゅう
及を招き、初めて茶会を

　開いた場所。

三木城三木城三木城三木城三木城三木城三木城三木城三木城三木城

二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C二位谷奥付城 C
二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B二位谷奥付城 B

二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A二位谷奥付城 A

三谷ノ上
付城

三谷ノ上三谷ノ上三谷ノ上三谷ノ上三谷ノ上三谷ノ上
付城付城付城
三谷ノ上
付城

羽場山
上付城
羽場山羽場山羽場山羽場山羽場山羽場山
上付城上付城上付城上付城上付城
羽場山
上付城

高木大山付城高木大山付城高木大山付城高木大山付城高木大山付城高木大山付城高木大山付城高木大山付城高木大山付城

高木大塚城高木大塚城高木大塚城高木大塚城高木大塚城高木大塚城高木大塚城高木大塚城

這田村
法界寺山ノ上付城

這田村這田村這田村
法界寺山ノ上付城法界寺山ノ上付城法界寺山ノ上付城法界寺山ノ上付城法界寺山ノ上付城法界寺山ノ上付城法界寺山ノ上付城法界寺山ノ上付城法界寺山ノ上付城法界寺山ノ上付城法界寺山ノ上付城

這田村
法界寺山ノ上付城

小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城小林八幡神社付城明石道
　峯構付城
明石道明石道明石道明石道明石道明石道明石道明石道
　峯構付城　峯構付城　峯構付城　峯構付城　峯構付城　峯構付城　峯構付城　峯構付城　峯構付城　峯構付城　峯構付城
明石道
　峯構付城

シクノ谷
　峯構付城
シクノ谷シクノ谷シクノ谷シクノ谷
　峯構付城　峯構付城　峯構付城　峯構付城　峯構付城　峯構付城
シクノ谷
　峯構付城

和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城和田村四合谷村ノ口付城

加佐山城加佐山城加佐山城加佐山城加佐山城加佐山城

平田村
　山ノ上付城
平田村平田村平田村平田村平田村

　山ノ上付城　山ノ上付城　山ノ上付城　山ノ上付城　山ノ上付城　山ノ上付城　山ノ上付城　山ノ上付城　山ノ上付城　山ノ上付城　山ノ上付城　山ノ上付城
平田村

　山ノ上付城

山陽自
動車道

山山陽自
動車道動車道車道

山陽自
動車道

国
道
１
７
５
号
線

国国国国国国
道道道
１１
７
５５
号号
線
号
線線

国
道
１
７
５
号
線

跡部村
　山ノ下付城
跡部村跡部村跡部村跡部村跡部村跡部村

　山ノ下付城　山ノ下付城　山ノ下付城　山ノ下付城　山ノ下付城　山ノ下付城　山ノ下付城　山ノ下付城　山ノ下付城　山ノ下付城
跡部村

　山ノ下付城

久留美村大家
内谷上付城
久留美村大家久留美村大家久留美村大家久留美村大家久留美村大家久留美村大家久留美村大家久留美村大家久留美村大家
内谷上付城内谷上付城内谷上付城内谷上付城内谷上付城内谷上付城内谷上付城内谷上付城
久留美村大家
内谷上付城

慈眼寺山城慈眼寺山城慈眼寺山城慈眼寺山城慈眼寺山城慈眼寺山城慈眼寺山城慈眼寺山城

平井村
中村間ノ山付城

平井村平井村平井村平井村平井村
中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城中村間ノ山付城
平井村

中村間ノ山付城

平井山ノ上付城
( 秀吉本陣跡）
平井山ノ上付城平井山ノ上付城平井山ノ上付城平井山ノ上付城平井山ノ上付城平井山ノ上付城平井山ノ上付城平井山ノ上付城
( 秀吉本陣跡）( 秀吉本陣跡）( 秀吉本陣跡）( 秀吉本陣跡）( 秀吉本陣跡）( 秀吉本陣跡）( 秀吉本陣跡）( 秀吉本陣跡）( 秀吉本陣跡）( 秀吉本陣跡）( 秀吉本陣跡）( 秀吉本陣跡）( 秀吉本陣跡）( 秀吉本陣跡）
平井山ノ上付城
( 秀吉本陣跡）

美囊川美囊川美囊川美囊川美囊川 志染川志染川志染川志染川志染川

君ヶ峰城君ヶ峰城君ヶ峰城君ヶ峰城君ヶ峰城君ヶ峰城君ヶ峰城

八幡
谷ノ上
明石道付城

八幡八幡
谷ノ上谷ノ上谷ノ上谷ノ上谷ノ上谷ノ上
明石道付城明石道付城明石道付城明石道付城明石道付城明石道付城明石道付城明石道付城明石道付城

八幡
谷ノ上
明石道付城

八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城八幡谷南付城

三木市役所三木市役所三木市役所三木市役所三木市役所三木市役所三木市役所三木市役所三木市役所三木市役所三木市役所三木市役所

0 1km
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【出典】金松誠『秀吉の播磨攻めと城郭』,戎光祥出版,2021年,8ページ（一部加筆）

　
三
木
城
跡
に
は
、長
治
が
最
期
に
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
辞
世
の
歌
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
遺
志
は
、秀
吉
に
感
銘
を
与
え
、城
兵
は
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、秀
吉
は
、土
地
の

税
金
免
除
な
ど
を
認
め
る
制
札
を
出
し
、三
木
市
発
展
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。

三木城内に陣取った秀吉と秀長
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秀長が長治に対する
降伏勧告の際にいた
と考えられる場所

上下水道部庁舎

三木山総合公園

最期に長治が
いた場所

　長治が決断を下す頃には、秀吉・秀長らが三木城内
に攻め入っていました。後戻りのできない、切迫し
た状況でした。

かんかん井戸

本丸本丸
伝天守台伝天守台

二の丸二の丸
新城新城

鷹尾口

「
今
は
た
だ
う
ら
み
も
あ
ら
じ
諸
人
の

     

い
の
ち
に
か
は
る
我
身
と
お
も
へ
ば
」

▲ 長治公辞世の歌碑

問
··

（市）（市）
観
光
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興
課
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光
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秀
吉
方
の
包
囲
は
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、

三
木
城
内
に
蓄
え
た
食
料
は
尽
き
、や
が

て
家
畜
に
与
え
る
餌
ま
で
も
食
べ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
餓
死
者
が
出
る
ほ
ど

の
過
酷
な
戦
い
は
、1
年
10
カ
月
続
き「
三

木
の
干
し
殺
し
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

天
正
8（
1
5
8
0
）年
1
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木
城

鷹尾山城鷹尾山城

三木市役所

　

··
（市）（市）
文
化・ス
ポ
ー
ツ
課　
　
み
き
歴
史
資
料
館　

文
化・ス
ポ
ー
ツ
課　
　
み
き
歴
史
資
料
館　
☎
8
2

☎
8
2
‐‐
5
0
6
0

5
0
6
0　

秀吉が長治に対する
降伏勧告の際にいた
と考えられる場所
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